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✿ 桜川市の人口と世帯

【人口】 39,459 人 （ー 139）
【 男 】 19,564 人 （ー 83）
【 女 】 19,895 人 （ー 56）
【世帯】 13,732 世帯（ー 67）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和 2 年 3 月１日現在

✿ 表　紙　　　　　　　　　　

　表紙は、市商工観光課で作成
した、桜川市観光ＰＲポスター

「桜川の春」です。
　櫻川磯部稲村神社の糸桜を中
心に、背景には山桜が自生する
里山が描かれています。
　四季の中でも、特に桜川の魅
力がつまった季節である「春」
を鮮やかに表現したものとなっ
ています。

桜川の春

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

健
康
で
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

●�
子
育
て
支
援
の
充
実
と
少
子
化

対
策
の
推
進

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
子
育
て
と
、
就
労
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
「
放
課
後
児
童

対
策
事
業
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
事
業
」
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
面
の
支
援
策
と
し

て
、
本
年
度
か
ら
「
出
産
お
祝
い

金
」
の
支
給
や
第
３
子
以
上
に
対

す
る
「
給
食
費
の
無
料
化
」
を
行

う
と
と
も
に
、引
き
続
き
「
教
育
・

保
育
施
設
等
利
用
者
負
担
額
軽
減

化
事
業
補
助
」「
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
給
付
事
業
」「
新

入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
支

給
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
に
つ
い

て
、
受
診
態
勢
の
整
備
強
化
を
行

う
と
と
も
に
、
自
ら
進
ん
で
行
う

健
康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
に
向

け
、
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
や
取

り
組
み
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
な
ど
を
持

つ
よ
う
普
及
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
必
要
時
に
は
専
門
医
療
が
受

け
ら
れ
る
「
さ
く
ら
が
わ
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
」
の
安
定
的
な
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進

　

市
民
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
意

識
を
高
め
、
地
域
で
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
が
活
発

化
す
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
人
お
よ
び
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、 

相
談
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
に
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
と
し

て
「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、高
齢

者
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
社
会
保
障
制
度
の
健
全
運
営

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
っ
て
市
町
村
と
と

も
に
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
関
係
部
門
が 

連

携
し
な
が
ら
、
特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
や
保
健
指
導
に
取
り
組

み
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
と
と

も
に
、
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
き
が
い
を
育
む
学
び
の

ま
ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

　

次
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
た
ち

が
「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
な
ど
調
和
の
と

れ
た
子
ど
も
に
成
長
し
「
生
き
る

力
」
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
苗
木
の
育
成
体
験
を
通
し

て
、
郷
土
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
英
語
教
育
を
推
進
し
、
国
際
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
を
も
と
に
、
保
護
者
や
地

域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
た
教
育
相
談
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●�

生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

　

市
民
が
生
涯
学
習
に
自
発
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
学
習
で
き
る

機
会
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
真
壁
伝
承
館
・
岩
瀬
・
大
和

公
民
館
を
中
心
に
、
市
民
が
活
用

し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

　

地
域
教
育
力
の
強
化
を
図
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
が

健
全
に
の
び
の
び
と
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
、
市
民
と
と
も
に
モ

ン
ゴ
ル
射
撃
選
手
団
を
お
も
て
な

し
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
存
活
用

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」
の
土
壌
調
査
な
ど
を

行
い
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た「
真

壁
の
町
並
み
」
や
「
真
壁
城
跡
」

に
つ
い
て
も
保
存
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
ま

ち
づ
く
り

●
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
非
常
時
の
対
応
・

体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
・
防

災
意
識
の
高
揚
や
、
災
害
時
に
お

け
る
行
動
力
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
、
地
域
で
の
防
災

訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
と
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
、
市
か
ら

の
災
害
情
報
を
市
民
に
対
し
確
実

に
届
け
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
「
防
災

ア
プ
リ
」の
導
入
を
い
た
し
ま
す
。

●
防
犯
・
消
費
生
活
対
策
の
推
進

　

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
防
犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
防

犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
体
制
の
充
実
と
、
正
し
い
消
費

知
識
の
習
得
や
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
道
路

の
危
険
個
所
の
解
消
に
努
め
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協

力
し
、
市
民
の
交
通
ル
ー
ル
や
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ

く
り

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
経
営

感
覚
に
優
れ
た
農
業
者
の
育
成
な

ど
を
推
進
し
、
地
産
地
消
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
観
光
産
業

と
連
動
し
た
魅
力
あ
る
農
業
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
村
環
境
の
整
備
と
し

て
、
優
良
農
地
の
確
保
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
予
防
と
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対
策

室
と
猟
友
会
の
連
携
に
よ
り
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
と
防
御
に
繋

が
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
環
境
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

経
営
が
安
定
し
、
経
済
活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
拡
大
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発

の
支
援
、
商
工
会
と
連
携
し
た
経

営
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

石
材
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
の

石
材
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
石
材
製
品
の
市
場
や
販
路

の
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
方
、企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

進
出
企
業
に
対
す
る
税
制
上
の
優

遇
制
度
、
市
内
の
遊
休
地
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
道
路

の
整
備
な
ど
企
業
の
立
地
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
新
た
な
雇
用
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
企
業
誘
致
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和２年度	令和２年度	 施 政方針施政方針
　令和２年３月３日～　令和２年３月３日～ 1616 日の会期で開催された、第日の会期で開催された、第
１回桜川市議会定例会で、令和２年度の市政運営に１回桜川市議会定例会で、令和２年度の市政運営に
向けて、大塚市長が施政方針を述べました。向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。　本月号で、その概要をお知らせします。
　なお、令和２年度予算の概要については、来月号　なお、令和２年度予算の概要については、来月号
に掲載します。に掲載します。

桜川市長　桜川市長　大大
お お つ かお お つ か

塚塚  秀秀
ひ で きひ で き

喜喜

地域医療の基盤となる「さくらがわ地域
医療センター」

昨年 6 月に雨引小学校で市内 3 校目とな
るICT技術を用いた英会話交流事業が開始

市民の安全を守る市消防団による出初式

令和2年度　施 政 方 針
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●
観
光
の
振
興

　

国
の
名
勝
指
定
の
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
や
、
多
数
の
登
録
文
化
財

を
有
す
る
「
真
壁
の
町
並
み
」、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
雨
引

観
音
」
な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
源

と
と
も
に
、
新
た
な
地
域
資
源
で

あ
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
や
「
筑
波

山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
ど
を
活

用
し
、
各
方
面
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
や
す
い
誘
導
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
桜
川

市
の
顔
と
な
る
始
発
点
の
Ｊ
Ｒ
岩

瀬
駅
前
の
拠
点
整
備
を
は
じ
め
、

市
内
ル
ー
ト
の
環
境
整
備
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
自
生
す
る
55

万
本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
つ
き
ま
し

て
は
「
日
本
一
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

里
」
と
し
て
全
国
に
向
け
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
暮
ら
し
の
ま
ち
づ

く
り

●
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る 

新
た
な
土
地
利
用
制
度
の
適
切
な

運
用
と
、
桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
に
お
け
る 

新
た
な
都
市
拠
点
の
形
成
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
景
観
の
良
い
住
環
境
の
保
全

　

市
内
全
域
を
対
象
に
景
観
法
に

基
づ
く
景
観
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
方
に
助
成
金
を
支
給
す
る
「
定

住
促
進
助
成
金
制
度
」を
継
続
し
、

民
間
活
力
に
よ
る
良
好
な
住
環
境

の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
道
路
網
の
整
備

　

一
級
市
道
の
整
備
を
、
国
・
県

の
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
年
次
計

画
に
沿
っ
て
順
次
進
め
、
当
市
真

壁
地
区
と
石
岡
市
八
郷
地
区
を
結

ぶ「
上
曽
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）整
備

事
業
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多

い
、
そ
の
他
の
市
道
お
よ
び
排
水

整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
・
必

要
性
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
の
補
修
・
修
繕

な
ど
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
安
全

確
保
を
図
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
の
充
実

　

新
た
に
、
公
共
交
通
の
空
白
地

域
で
市
内
巡
回
ワ
ゴ
ン
運
行
の
実

証
実
験
を
行
い
、
公
共
交
通
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
広
域

連
携
バ
ス「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
」と

あ
わ
せ
、
今
後
も
市
民
が
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
、桜
川
市
に

ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
の
整
備

　

農
業
集
落
排
水
事
業
と
公
共
下

水
道
事
業
が
、
今
年
度
か
ら
公
営

企
業
会
計
へ
と
移
行
し
、
下
水
道

事
業
会
計
と
し
て
一
つ
の
会
計
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
、
更
に
効
率
的
な
事
業
運

営
を
図
り
、
年
次
計
画
に
よ
り
、

供
用
開
始
区
域
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
接
続
率
の
向
上
を
目
指
し
、

普
及
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
上
水
道
の
整
備

　

安
全
で
お
い
し
い
飲
料
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
水
質
管

理
や
老
朽
施
設
、
老
朽
管
の
改
善

を
図
り
、公
営
企
業
と
し
て
の
経
営

の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

　

市
民
の
皆
様
や
事
業
所
な
ど
の

環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協
力

の
も
と
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
、

資
源
ご
み
の
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
の
保
全

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
環
境
保
全
の
た
め
の

市
民
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
や
水
質
の
監

視
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
悪

臭
や
野
焼
き
、
犬
の
フ
ン
害
な
ど

の
公
害
苦
情
に
対
す
る
指
導
強
化

や
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
意
識
啓
発

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
築
く
自
治
の
ま

ち
づ
く
り

●
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
行
政

情
報
を
市
民
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民

と
市
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
、
人
権
相
談
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
啓
発
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
を
推
進
し
、
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
時
代
に
合
っ
た
自
治
体
運
営

　

第
２
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
施
策
や
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
に
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

組
織
経
営
と
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
充
実

　

多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
対
応

で
き
る
組
織
機
能
の
見
直
し
を
行

い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
能
力
開
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
た
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

財
源
確
保
対
策
の
推
進
と
し

て
、納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

不
良
債
権
に
対
し
、
差
押
え
、
公

売
を
実
施
し
、
収
納
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
重
要
度
の
高
い
事
業
へ

の
予
算
配
分
を
行
い
、効
果
的
な

予
算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ナショナルサイクルルートに認定された
「つくば霞ヶ浦りんりんロード」

市の公共交通を担う広域連携バス「ヤマ
ザクラGO」

令和2年度　施 政 方 針
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寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付 筑西市で開催されたチャリティーコンサ筑西市で開催されたチャリティーコンサ

ートで熱唱する岡田しのぶさんートで熱唱する岡田しのぶさん

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
た
岡お

か
だ田
し
の
ぶ
さ
ん
（
演

歌
歌
手
）
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
芸

術
文
化
の
振
興
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
10
万
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

【部・課・グループの再編】
部 課（庁舎・事務所） グループ（室） 主な業務内容

市長公室 ① 企画課（大和庁舎） 統計・国際交流グループ 統計および国際交流に関すること

総合戦略部
② 地域開発課（大和庁舎） 拠点整備グループ 桜川筑西 IC 周辺のまちづくりに関すること

③ ヤマザクラ課（大和庁舎）地域商社設立準備室 地域商社の設立準備に関すること

建設部 ④ 都市整備課（大和庁舎） 宅地審査室 宅地の審査に関すること

保健福祉部

⑤ 高齢福祉課（岩瀬庁舎）
高齢福祉グループ 高齢者の介護予防・生活支援に関すること

地域包括支援グループ 地域包括支援センターに関すること

⑥ 健康推進課（岩瀬庁舎）
健康づくりグループ 健康づくりに関すること

管理グループ 健康推進事業全般の管理に関すること

上下水道部 ⑦ 下水道課（真壁庁舎） 下水道グループ 下水道に関すること

教育委員会
⑧ 生涯学習課（シトラス） 生涯学習グループ 生涯学習事業・公民館施設の管理に関すること

⑨ 文化財課（真壁伝承館） 文化財グループ 文化財の保存・活用に関すること

■問合先／職員課（☎ 58-5111・75-3111 代表）

【業務の移管】
移管となる業務内容 移管先（今年度からの業務担当課）   ⇦　移管元（以前の業務担当課）

総合戦略に関すること 企画課（大和庁舎）　　　　　　　　⇦　ヤマザクラ課（大和庁舎）

ふるさと応援寄付金事業に関すること ヤマザクラ課（大和庁舎）　　　　　⇦　財政課（大和庁舎）

公共交通に関すること 都市整備課（大和庁舎）　　　　　　⇦　企画課（大和庁舎）

浄化槽設置費補助金に関すること 生活環境課（岩瀬庁舎）　　　　　　⇦　下水道課（真壁庁舎）

【施設の運営】
・真壁伝承館および真壁図書館について、毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌平日）が休館日となります。

① 企画課の統計・国体推進グループを統計・国際交流グループに名称変更します。
② 地域開発課を２グループから１グループに再編します。
③ ヤマザクラ課に地域商社を設立するための課内室を設置します。
④ 都市整備課に宅地を審査する課内室を設置します。
⑤ 高齢福祉課に地域包括支援グループを新設し、業務を分担します。
⑥ 健康推進課を３グループから２グループに再編します。
⑦ 下水道課を２グループから１グループに再編します。
⑧ 生涯学習課の公民館グループと生涯学習グループを１グループに再編します。
⑨ 文化財課を新設し、真壁伝承館を事務所とします。

　桜川市では、市民サービスの向上と新たな行政課題に的確かつ迅速に対応するため、4 月 1 日から組織機構
の一部を再編します。

４月１日から市の組織機構の一部が変わります４月１日から市の組織機構の一部が変わります

5 さくらがわ　2020.4.1
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12月21日～25日

駿
優
教
育
会
館
（
水
戸
市
）
で

「IBARAKI

ド
リ
ー
ム
★
パ
ス

AW
ARD

」
が
開
催
さ
れ
、
土
浦
日

本
大
学
中
等
教
育
学
校
と
岩
瀬
日
本

大
学
高
等
学
校
の
２
チ
ー
ム
が
本
市

に
関
す
る
内
容
を
発
表
し
、
と
も
に

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
大
会
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
企
画
を
立
案
し
た
う

え
で
、
実
践
し
た
成
果
を
発
表
し
、

２
月
15
日
に
は
真
壁
伝
承
館
で
市
民

に
向
け
た
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。令

和
元
年
度
茨
城
県
統
計
功
労
者

表
彰
式
が
茨
城
県
庁
（
水
戸
市
）
で

行
わ
れ
、
本
市
の
統
計
調
査
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
に
は
坂さ

か
の野 

と
し
子こ

さ
ん
、
経
済
産
業
省
感
謝
状

に
野の

じ
り尻 

光み
つ
お男
さ
ん
、
県
知
事
表
彰

に
鈴す

ず
き木 

孝こ
う
い
ち一
さ
ん
、
茨
城
県
統
計

協
会
総
裁
表
彰
に
菅す

が
や谷 
典の

り
こ子
さ
ん
、

野の
む
ら村 

享た
か
ひ
さ久

さ
ん
が
受
賞
。
式
典
に

は
、
県
内
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
坂

野
さ
ん
と
菅
谷
さ
ん
が
出
席
し
、
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

第
28
回
全
日
本
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
徳
島
県
で

開
催
さ
れ
、
茨
城
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
が
好
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

都
道
府
県
対
抗
団
体
戦
男
子
の

部
で
は
、
市い

ち
む
ら村
祐ゆ

う
さ
く作
さ
ん
（
羽
黒

小
６
年
）、
萩は

ぎ
わ
ら原
稀き

ら羅
さ
ん
（
羽

黒
小
６
年
）、鈴す

ず
き木
啓ひ

ろ
ま
さ真
さ
ん
（
羽

黒
小
６
年
）、
同
女
子
の
部
に
は

平ひ
ら
た田

涼す
ず
かさ

ん
（
猿
田
小
６
年
）
が

出
場
し
、
と
も
に
５
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
戦
の
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
６
年
生
以
下
の
部
で
は
、
平

田
さ
ん
が
３
位
入
賞
、
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
６
年
生
以
下
の
部
で
は
、

萩
原
さ
ん
が
２
回
戦
進
出
を
果
た

し
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
５
年
生
以
下

の
部
で
は
、
髙た

か
ま
つ松
香か

の
ん音
さ
ん
（
羽

黒
小
５
年
）・
磯い

そ

佑ゆ

い

な
衣
奈
さ
ん
（
笠

間
市
小
学
５
年
）
ペ
ア
が
ベ
ス
ト

16
と
健
闘
し
ま
し
た
。

多
く
の
選
手
が
県
代
表
と
し
て

活
躍
す
る
同
チ
ー
ム
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1月19日1月22日

桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ 

全
日
本
小
学
生

�
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
で
上
位
入
賞

市
統
計
調
査
員
５
名
が 

�

県
統
計
功
労
者
表
彰
受
賞

桜
川
市
を
テ
ー
マ
に
高
校
生
が 

�

企
画
・
実
践
し
た
発
表
が
上
位
入
賞

個人戦で見事銅メダルを獲得した平田さん 好成績を残した桜川 Jr. バドミントンクラブの皆さん

各賞の代表として受賞した 
（右から）坂野さんと菅谷さん

入賞した土浦日本大学中等教育学校と 
岩瀬日本大学高等学校の皆さん



まちの話題

Baby Kumon教室開講中0～2歳の親子で参加

さくらがわ　2020.4.17

2月1日

令
和
元
年
度
県
民
健
康
づ
く
り

表
彰
式
が
、茨
城
県
庁
（
水
戸
市
）

で
行
わ
れ
、
下
小
幡
健
康
づ
く
り

の
会
（
柴し

ば
た田 

久ひ
さ
こ子

代
表
）
が
健

康
い
ば
ら
き
21
元
気
ア
ッ
プ
賞
を

受
賞
。
ま
た
、
桜
川
市
健
康
推
進

員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る
柴
田
さ

ん
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

柴
田
さ
ん
は
「
今
後
も
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
市
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
か
べ
幼
稚
園
で
、
第
43
回
卒

園
式
と
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。閉

園
式
で
は
、
５，
２
５
０
名

の
卒
園
生
を
送
り
出
し
た
43
年
間

の
長
い
歴
史
を
振
り
返
っ
た
式
辞

が
述
べ
ら
れ
、
最
後
の
卒
園
児
に

よ
る
園
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
は
、園
児
か
ら「
ま

か
べ
幼
稚
園
、
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
と
と
も
に
、
園
旗
が
大
塚
市

長
に
返
納
さ
れ
、
出
席
者
全
員
で

園
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

「
ね
ば
ね
ば
音
頭
」を
歌
う
泉い

ず
み水

い
づ
み
さ
ん
と
淺あ

さ

野の

勝か
つ

盛も
り

さ
ん

が
、市
の
Ｐ
Ｒ
曲
「
桜
川
」
や
「
ね

ば
ね
ば
音
頭
～
桜
川
編
～
」の
リ

リ
ー
ス
を
大
塚
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。ま
た
、制
作
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
、
い
や
～
ど
～
も
～
実
行

委
員
会
（
堀ほ

り

義よ
し

己み

会
長
）や
桜
川

市
観
光
協
会
（
橋は

し
も
と本
慶よ

し
は
る晴
会
長
）

の
皆
さ
ん
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

同
曲
に
は
、
市
内
各
所
が
盛
り

込
ま
れ
、
市
の
活
性
化
や
情
報
発

信
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
７
回
い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検

定
県
大
会
が
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ

テ
ィ
会
館
（
水
戸
市
）
で
行
わ
れ
、

桜
川
市
代
表
と
し
て
桜
川
中
学
校

が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
の
伝
統
や
文

化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
。
県
内
各
地

の
郷
土
に
関
す
る
難
問
に
、
同
中

学
校
の
生
徒
５
人
が
知
力
を
合
わ

せ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
挑
み

ま
し
た
。

2月19日3月17日

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
に 

�

桜
川
中
学
校
が
出
場

43
年
の
伝
統
に
幕 

ま
か
べ
幼
稚
園
で
閉
園
式

桜
川
市
を
ア
ピ
ー
ル 「
桜
川
」な
ど
の
Ｐ
Ｒ
曲
の

�

リ
リ
ー
ス
報
告
に
大
塚
市
長
を
表
敬
訪
問

県
民
健
康
づ
く
り
表
彰
式
で 

下
小
幡
健
康
づ
く
り
の
会
と
柴
田
久
子
さ
ん
が
表
彰

（左から）大塚市長に完成報告を行う 
淺野勝盛さんと泉水いづみさん

早押し問題に集中する桜川中の生徒と 
応援する桜川中マスコットの「うりりん」

卒園児による最後の斉唱
表彰を受けた 

（左から）柴田さんと田
た さ き

﨑佳
か い ち

一下小幡区長

2月7日



つくば歯科福祉専門学校

高い処遇で求人が 30 倍！
歯科衛生士
体験入学実施中

5
30

4
25

土土

筑西市ザ・ヒロサワ・シティ
TEL.0296-23-1220 担当：川村

教
育
委
員
会 
教
育
長

■
任
期
／
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
3
年
6
月
9
日
（
前
任
者
の

残
任
期
間
）

■
経
歴
／
茨
城
県
県
西
教
育
事
務

所
所
長
、
岩
瀬
西
中
学
校
校
長

教
育
委
員
会 

委
員

■
任
期
／
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日

■
経
歴
／
桃
山
中
学
校
校
長
、
桜

川
市
公
平
委
員
会
委
員
・
桜
川
市

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員 稲

い な が わ

川　善
よ し な り

成 氏
（長方地区）

市
い ち む ら

村　尚
ひ さ お

夫 氏
（真壁町下谷貝地区）

　

２
月
26
日
に
総
合
教
育
会
議
が

開
か
れ
、
令
和
３
年
４
月
に
羽
黒

小
学
校
と
猿
田
小
学
校
が
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
両
校
の
保
護
者
、
地

域
代
表
者
や
教
職
員
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「
統
合
準
備
委
員
会
」
を

設
置
し
、
統
合
に
向
け
て
必
要
な

事
項
を
話
し
合
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
両
校
の
児
童
が
楽
し

く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
交

流
行
事
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
統
合
後
は
、
羽
黒
小
学
校

の
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
猿
田
小
学
校
の
施
設
は
、

桜
川
市
市
有
財
産
跡
地
等
利
活
用

検
討
委
員
会
な
ど
で
有
効
活
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課 

企
画
・

適
正
配
置
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９

６-

55-

１
１
９
８
直
通
）

羽
黒
小
学
校

羽
黒
小
学
校

猿
田
小
学

猿
田
小
学
校校
のの
統
合
統
合

資
の
支
援
に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

多
田
さ
ん
は
「
約
30
年
間
の
モ

ン
ゴ
ル
国
と
の
関
わ
り
の
中
で
の

積
み
重
ね
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、射
撃
だ
け
で
な
く
、

会
員
と
し
て
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ハ
ー
ト
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め

の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

受
章
の
喜
び
と
今
後
の
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
国

大
使
館
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
、

茨
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
理
事

の
多た

だ田 

尚な
お
か
つ克
さ
ん
（
真
壁
町
桜

井
地
区
）
が
、
モ
ン
ゴ
ル
国
北
極

星
勲
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

同
章
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け

る
最
高
の
国
家
勲
章
の
１
つ
で
、

外
国
人
に
授
与
さ
れ
る
勲
章
の
中

で
は
最
高
位
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
、
多
田
さ
ん
が

平
成
12
年
～
17
年
に
、
同
国
ラ
イ

フ
ル
射
撃
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

コ
ー
チ
を
務
め
、
同
国
の
ラ
イ
フ

ル
射
撃
の
技
術
向
上
や
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
確
立
、
物

多
田 

尚
克
さ
ん
が

モ
ン
ゴル
国
最
高
位 

北
極
星
勲
章
を
受
章

北極星勲章を受章した多田さん

桜
川
市

�
行
政
情
報

8さくらがわ　2020.4.1



桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
東
京
都
青
梅
市
か
ら
移
住
し
て

き
ま
し
た
、
田た
な
か中 

瑞み
ず
ほ穂

で
す
。

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

の
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
を
ご
紹
介
！

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
） vol.14

里
山
整
備
に
よ
る
景
観
保
全

　

桜
川
市
で
は
、
第
２
次
総
合
計

画
の
中
で
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て

掲
げ
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の

幸
せ
が
咲
く
ま
ち 

桜
川
」
の
実

現
の
た
め
に
「
桜
の
里
づ
く
り
支

援
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

青木ヤマザクラ会の皆さんと大塚市長（中央）

里山を整備して行われた植樹

　

同
事
業
は
、
市
が
山
桜
の
育
成

環
境
整
備
・
保
全
を
行
う
行
政
区

や
団
体
に
対
し
、
活
動
支
援
金
や

山
桜
の
苗
木
な
ど
を
支
給
し
、
山

桜
が
咲
く
美
し
い
里
山
の
景
観
を

つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
内
容
で
、

昨
年
度
も
多
く
の
地
区
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
青
木
地
区
で
は

「
青
木
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
会
」
を
設

立
し
、
茨
城
県
が
実
施
し
て
い
る

「
元
気
な
森
林
づ
く
り
活
動
支
援

事
業
」
な
ど
の
助
成
金
を
活
用
し

な
が
ら
、
共
有
林
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
実
施
し
た
植
樹
作

業
に
も
多
く
の
地
区
の
方
が
参
加

し
、
下
草
刈
り
を
行
う
と
と
も
に

山
桜
20
本
、
コ
ナ
ラ
20
本
の
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
会
は
、
代
表
の
廣ひ

ろ
さ
わ澤 

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
、
青
木
地
区
区
長
の
大お

お
ぜ
き関 

隆り
ゅ
う
じ司
さ
ん
を
中
心
に
「
山
桜
を
中

心
と
し
た
美
し
い
景
観
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

里
山
の
整
備
は
、
美
し
い
山
桜

の
咲
く
景
観
づ
く
り
や
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
桜
川
市
ら
し
い
山
桜
の

景
観
と
そ
れ
に
関
わ
る
暮
ら
し
を

持
続
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん

で
里
山
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

私
は
、
地
域
内
外
の
方
を
コ
ー

地
域
内
外
の
方
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
里
山
保
全

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
里
山
保
全

な
ど
に
取
り
組
む

な
ど
に
取
り
組
む
地
域
お
こ
し
協

地
域
お
こ
し
協

力
隊
力
隊
と
し
て
２
月
１
日
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

移
住
前
に
市
内
里
山
と
農
地
で

イ
ノ
シ
シ
が
荒
ら
し
た
跡
を
見
つ

け
、
早
急
な
対
策
が
必
要
だ
と
思

い
、
狩
猟
免
許
（
銃
・
わ
な
・
網
）

を
取
得
し
ま
し
た
。
猟
期
に
な
り

ま
し
た
ら
、
狩
猟
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ア
ニ
メ
や
漫
画
を
愛
し
て
お

り
、
愛
車
コ
ペ
ン
で
全
国
を
聖
地

巡
礼
す
る
の
が
趣
味
で
す
。ま
た
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
三
毛
猫
の
着
ぐ

る
み
を
着
て
参
加
す
る
の
も
好
き

で
す
。
地
域
活
性
化
の
た
め
に
精

一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

9 さくらがわ　2020.4.1



Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

入所・短期入所・通所リハビリテーション

☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

介護老人保健施設・居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ

正・准看護師 夜勤スタッフ 介護職
■医療法人
　同愛会 介護老人保健施設さくらがわ 〒309-1233

茨城県桜川市東飯田659 ☎0296-20-6071
担当：事務長

急
募
!! 正社員・パート大募集！！

見学
随時ＯＫです！

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

お気軽にお電話下さい

さくらがわ　2020.4.1 10

５

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
（
Ａ
コ
ー

ス
）（
要
予
約
）

・
対
象
／
妊
婦
お
よ
び
そ
の
家
族

・
日
程
／
５
月
26
日
（
火
）

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

内
容
／
助
産
師
の
講
話
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
（
Ｂ
コ
ー

ス
）（
要
予
約
）

・
対
象
／
妊
婦
お
よ
び
そ
の
家
族

・
日
程
／
５
月
13
日
（
水
）

・
開
催
時
間
／
９
時
15
分
～
12
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

内
容
／
妊
娠
中
の
栄
養
、赤
ち
ゃ

ん
の
沐
浴
（
実
習
）、
パ
パ
の

妊
婦
体
験

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
栄
養
士
が
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
日
程
／
会
場

【
５
月
８
日
（
金
）、
27
日
（
水
）】

／
健
康
推
進
課

【
５
月
22
日
（
金
）】
／
真
壁
保
健

セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

　

精
神
科
医
師
が
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
日
程
／
５
月
21
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

成
人
健
康
診
査

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・
対
象
／
40
歳
以
上
の
方

・�

日
程
／
５
月
29
日
（
金
）
～
30

日
（
土
）

・�

会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

・
受
付
時
間
／
７
時
～
10
時

・�

内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
各
種
が
ん
検
診
（
結

核
・
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
前
立
腺
が
ん
）、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査

※�

検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

５
月
３
日（
日
）

内
科
宮
本
医
院

真
壁
町
古
城
２
２
９‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
１
０
１

５
月
４
日（
月
）

平
島
医
院

岩
瀬
１
９
８

☎
０
２
９
６‐75‐２
５
１
０

５
月
５
日（
火
）

田
崎
内
科
医
院

真
壁
町
田
２
６
８‐６

☎
０
２
９
６‐55‐２
５
１
１

５
月
６
日（
水
）

阿
部
田
医
院

真
壁
町
亀
熊
１
２
３‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
３
０
５

５
月
10
日（
日
）

鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

加
茂
部
４‐１

☎
０
２
９
６‐76‐３
１
３
１

５
月
17
日（
日
）

延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
飯
田
６
５
８

☎
０
２
９
６‐58‐５
０
５
８

５
月
24
日（
日
）

つ
く
し
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

☎
０
２
９
６‐20‐７
７
５
５

５
月
31
日（
日
）

根
本
医
院

真
壁
町
真
壁
２
０
２

☎
０
２
９
６‐55‐０
０
２
７

健
診
の
種
類

日
程・受
付
時
間

対
　
　
象

会
　
　
場

４
～
６
か
月
児
育
児
相
談

５
月
12
日（
火
） 13
時
～
13
時
15
分

Ｒ
１
年
12
月
～ 

Ｒ
２
年
１
月
生

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

５
歳
児
健
康
相
談

５
月
19
日（
火
） 13
時
～
13
時
15
分

Ｈ
27
年
４
月
27
日

～
５
月
17
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
児
健
診

５
月
20
日（
水
） ９
時
45
分
～
10
時

Ｒ
１
年
５
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診【
岩
瀬・大
和
地
区
】

５
月
28
日（
木
） 13
時
～
13
時
15
分

Ｈ
29
年
２
月
～ 

３
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

※�

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
科
の
初
期
救
急
を
中
心
に
24
時
間

３
６
５
日
体
制
で
救
急
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
確
認
の
う
え
、
来
院
し
て

く
だ
さ
い
。（
救
急
連
絡
先
☎
０
２
９
６‐54‐５
１
０
０
）
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第
２
次
桜
川
市 

き
ら
り
健
康
プ
ラ
ン
っ
て
？

　

平
成
26
年
に
策
定
し
た
「
桜
川
市
き

ら
り
健
康
プ
ラ
ン
」
の
後
継
計
画
で
、

市
民
一
人
ひ
と
り
と
健
康
に
か
か
わ
る

関
係
機
関
や
団
体
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高

め
、
具
体
的
な
活
動
に
取
り
組
み
、
市

民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
期
間
は
、

今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
す
。

■
プ
ラ
ン
の
構
成
と
特
徴

　
「
健
康
増
進
計
画
」
と
「
自
殺
対
策

推
進
計
画
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
増
進
計
画
に
は
、
食
育
推
進

計
画
、
歯
科
保
健
計
画
、
母
子
保
健
計

画
を
包
含
し
、
よ
り
総
合
的
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。健

康
増
進
計
画

『
誰
も
が
い
き
い
き
と
、
す
こ
や
か

に
暮
ら
せ
る
さ
く
ら
が
わ
～
一
人
ひ

と
り
が
主
人
公
の
、
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
～
』

　

３
つ
の
基
本
方
針
と
７
つ
の
課
題
別

分
野
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
目
標
や
役
割
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
示
し
ま
し
た
。

自
殺
対
策
推
進
計
画

『
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

が
な
い
さ
く
ら
が
わ
の
実
現
』

　

５
つ
の
基
本
施
策
と
市
の
特
性
に
合

わ
せ
た
３
つ
の
重
点
施
策
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
か
け
が

え
の
な
い
命
を
守
り
、
共
に
支
え
合
う

地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
、
最
終
目
標

値
は
「
自
殺
者
ゼ
ロ
」
で
す
。

も
っ
と
詳
し
く 

お
読
み
に
な
り
た
い
方
へ

　

第
２
次
桜
川
市
き
ら
り
健
康
プ
ラ

ン
、
お
よ
び
プ
ラ
ン
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
後
の
広
報
紙
の
中
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

第

次
桜
川
市

健
康

健康増進計画

食育推進計画

歯科保健計画

母子保健計画

自殺対策推進計画

■基本方針

(1) 市民主体の健康づくり
(2) 生活習慣病予防を重視した健康

づくり
(3) 地域ぐるみの健康づくり

誰もがいきいきと、すこやかに暮らせるさくらがわ

～一人ひとりが主人公の、共生のまちづくりを目指して～

■効果的な健康づくりのための分野

①健康習慣づくり ②栄養・食生活
③身体活動・運動 ④休養・こころ
⑤たばこ・飲酒 ⑥歯と口腔
⑦社会・医療環境の整備

■基本施策

(1) 市民への啓発と周知
(2) 自殺対策を支える人材の育成
(3) 生きることの促進要因への支援
(4) 地域におけるネットワークの強化
(5) 児童・生徒の SOS の出し方に関

する教育

誰も自殺に追い込まれることがないさくらがわの実現

■重点施策

(1) 無職者・失業者・生活困窮者対策の
推進

(2) 高齢者対策の推進
(3) 子ども・若者対策の推進

最終目標値 ： 自殺者ゼロ

市
民
の
健
康
長
寿
を
目
指
し
て�

�

「
第
２
次
桜
川
市 

き
ら
り 

健
康
プ
ラ
ン
」策
定
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※入会金・月会費とも消費税を含みます。
※会費には教材費を含みます。

月会費
大　人（中学生以上）……4,400円
子ども（小学生以下）……3,300円

大人・子ども共通……3,500円
入会金

無料体験実施中

はじめませんか、
　　　　 くもんで書写。
お子様から大人まで
くもんの書写は選べる4教科

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
診療時間 月 火 水 木 金 土

〇 〇 〇 〇 〇 13：30まで午前

午後

8:30-12:30

14:30-18:00 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

住所：筑西市成田678（筑西警察署斜め前）電話：0296-48-9609

レストラン「FeinEssen （ファインエッセン）」がOPENしました！健康に
配慮した料理・デザートを多数ご用意。ご来店お待ちしております！
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お
知
ら
せ

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

の
申
請

　

各
種
手
当
は
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。
申
請
漏
れ
が
無
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

■
支
給
対
象
／
中
学
校
卒
業
ま
で

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

※�

児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
里
親

な
ど
に
委
託
し
て
い
る
場
合

は
、
原
則
そ
の
施
設
の
設
置
者

や
里
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
時
期
／
６
月
・
10
月
・
２

月
（
そ
れ
ぞ
れ
支
給
月
の
前
月
分

ま
で
）

児
童
扶
養
手
当

■
支
給
対
象
／
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

養
育
し
て
い
る
場
合
や
、
父
ま
た

は
母
が
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場

合
に
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
児
童

が
18
歳
に
達
し
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
児
童
が
政
令
で
定
め
る
障

が
い
を
有
す
る
場
合
は
、
児
童
が

20
歳
に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

※�

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育

者
、
並
び
に
児
童
が
国
民
年
金

（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）、
厚

生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合
で
、
年
金
額
が

児
童
扶
養
手
当
よ
り
低
い
方

は
、
そ
の
差
額
分
の
支
給
に
な

り
ま
す
。
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
た
場
合
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
支
給
時
期
／
５
月
～
令
和
３
年

３
月
ま
で
の
奇
数
月
の
11
日
（
そ

れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
２
か
月
分
を

支
給
）

共
通
事
項

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
帳
、

戸
籍
謄
本
な
ど

■
申
請
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直

通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

通
学
路
沿
い
の
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
工
事

へ
補
助
金
を
交
付

　

市
で
は
、
児
童
生
徒
の
安
全�

を
確
保
す
る
た
め
、
通
学
路
沿
い

の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除

去
す
る
工
事
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
令
和
４
年
度
ま

で
の
期
間
限
定
で
行
う
も
の
で
、

補
助
金
の
交
付
に
は
各
種
要
件
が

あ
り
ま
す
。
通
学
路
沿
い
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
を
行
う
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
／
４
月
１
日
（
水
）

～
９
月
30
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
都
市
整
備

課
（
☎
58‐
５
１
１
１
・
75‐

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

令
和
２
年
度 

人
間
ド
ッ
ク
健

診
費
助
成
受
付
開
始

国
民
健
康
保
険

■
定
員
・
助
成
額

▽�
人
間
ド
ッ
ク
／
５
５
０
人
・

２
万
円

▽�

脳
併
用
ド
ッ
ク
／
１
５
０
人
・

４
万
円

■
助
成
対
象
期
間
／
５
月
20
日

（
水
）～
令
和
３
年
２
月
28
日（
日
）

後
期
高
齢
者
医
療

■
定
員
・
助
成
額

▽
人
間
ド
ッ
ク
／
80
人
・
２
万
円

▽�

脳
併
用
ド
ッ
ク
／
20
人
・
４
万

円
■
助
成
対
象
期
間
／
５
月
20
日

（
水
）～
令
和
３
年
１
月
31
日（
日
）

共
通
事
項

■
申
込
期
間
／
４
月
13
日
（
月
）

～
24
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
対
象
者
・
健
診
内

容
・
健
診
機
関
・
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

協
和
中
央
病
院
、
筑
波
記
念
病

院
で
の
後
期
高
齢
者
の
受
診

は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
み

※�

今
年
度
か
ら
自
治
医
科
大
学
附

属
病
院
で
も
助
成
可

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
国
保�

年
金
課
（
☎
０
２
９
６‐
75‐

３
１
２
５
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

軽
自
動
車
税 

�

口
座
振
替
し
て
い
る
方
へ

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
車
検
に
必
要

な
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継

続
検
査
用
）
を
６
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。

　

納
期
限（
引
落
日
：
６
月
１
日
）

か
ら
納
税
証
明
書
の
発
送
ま
で
の

間
に
車
検
を
受
け
る
場
合
は
、
軽

自
動
車
税
の
引
落
額
を
記
帳
し
た

通
帳
を
税
務
課
（
大
和
庁
舎
）
ま

た
は
総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
真
壁

庁
舎
）
に
お
持
ち
に
な
り
、
納
税

証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
の
無
料
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社会福祉法人 TEL.
0296-75-2509

TEL.0296-71-6888特別養護老人ホーム
い
問
お

せ
わ
合

上の原学園

特別養護老人ホーム上の原

居 宅 介 護
支 援 事 業 所

特別養護老人ホーム上の原
デイサービス

上の原
１月オープン!!

ご 利 用 者 様
募 集 中

生活介護事業所
新規オープン予定
今年度オープニングスタッフ募集

2020年秋　障がい者
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交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・�

前
年
度
の
納
税
証
明
書
（
有
効

期
限
：
５
月
31
日
）
を
使
用
し

て
、
有
効
期
限
ま
で
に
車
検
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・�

口
座
振
替
の
停
止
は
、
納
税
通

知
書
（
５
月
中
旬
発
送
予
定
）

が
届
い
て
か
ら
で
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎

０
２
９
６‐58‐５
６
２
１
直

通
）、
税
務
課
（
☎
０
２
９
６‐

58‐５
６
０
２
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
の
対
象
品
目
追
加

盲
人
用
血
圧
計

■
対
象
／
視
覚
障
害
２
級
以
上

で
、原
則
、満
６
歳
以
上
の
方
（
盲

人
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
の
方
）

■
基
準
額
／
１
万
５
千
円

■
耐
用
年
数
／
５
年

発
動
発
電
機

■
対
象
／
呼
吸
器
機
能
障
害
１
級

以
上
、
ま
た
は
難
病
で
同
程
度
の

障
が
い
を
有
し
、
在
宅
で
常
時
人

工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
方

■
基
準
額
／
10
万
円

■
耐
用
年
数
／
な
し
（
原
則
対
象

者
一
人
に
つ
き
、一
度
の
み
助
成
）

共
通
事
項

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
６
直

通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

塚
田
伝 

�

奨
学
資
金
制
度
へ
の
支
援

　

こ
の
制
度
は
、
昭
和
52
年
に

塚つ
か
だ田 

伝で
ん

氏
か
ら
受
け
た
寄
付
を

き
っ
か
け
に
設
立
さ
れ
た
制
度
で

す
。
経
済
的
理
由
で
、
就
学
が
難

し
い
と
認
め
ら
れ
た
市
内
在
住
の

高
校
生
を
対
象
に
支
給
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
も
７
名
の
生
徒
が
援

助
を
受
け
な
が
ら
高
校
に
通
い
、

そ
の
う
ち
２
名
が
３
月
に
卒
業
し

ま
し
た
。

　

当
制
度
は
、
財
源
の
確
保
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
け
る
方
の
ご
支

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎

０
２
９
６‐55‐１
１
９
８
直

通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ

の
就
学
を
援
助

　

市
立
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
が
い
る
世

帯
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

　

桜
川
市
・
筑
西
市
は
、
約
50
年

前
か
ら
続
く
国
内
有
数
の
こ
だ
ま

す
い
か
の
産
地
で
す
。

　

こ
だ
ま
す
い
か
は
、
冷
蔵
庫
に

丸
ご
と
入
る
手
ご
ろ
な
サ
イ
ズ
で

取
り
扱
い
や
す
く
、果
皮
が
薄
く
、

味
が
濃
厚
で
す
。
３
月
か
ら
７
月

上
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
だ
ま
す
い
か
に
は
、

抗
酸
化
作
用
が
期
待
さ
れ
る
リ
コ

ピ
ン
や
、
む
く
み
防
止
、
腎
機
能

健
全
化
に
効
果
の
高
い
カ
リ
ウ
ム

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
立
夏
（
今
年
は
５
月
５

日
）
は
「
こ
だ
ま
す
い
か
の
日
」

で
す
。
初
夏
の
味
、
こ
だ
ま
す
い

か
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

■
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
美
味
し
い
食

べ
方

 

こ
だ
ま
ス
イ
カ
は
、
完
熟
で
食

べ
頃
の
時
期
に
収
穫
し
て
い
ま

す
。

　

ス
イ
カ
は
メ
ロ
ン
の
よ
う
に
追

熟
性
を
持
っ
た
果
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
買
っ
て
か
ら
ご
家
庭

で
保
存
し
て
も
甘
み
が
増
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早

く
食
べ
る
方
が
美
味
し
い
の
で
、

新
鮮
な
う
ち
に
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

※�

冷
蔵
庫
で
１
～
２
時
間
程
度
冷

や
し
て
か
ら
食
べ
る
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。
冷
や
し
す
ぎ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

初
夏
の
味
、今
年
も
出
荷
が
は
じ
ま
り
ま
す

■�

問
合
先
／
茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所
経
営
・
普
及
部
門�

（
☎
０
２
９
６‐24‐９
２
１
８
）



桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所 認定こども園 真壁保育園

子育て支援センター
認定こども園 真壁保育園

子育て支援センター
・地元の知り合いが誰もいない…
・遊ばせるお友達がどこにもいない…
・身近にだれも相談できる人がいない…

そのような子育ての
　　　　　 お悩みを解決します！　

〒300ｰ4407
桜川市真壁町古城45
☎0296-55-0295

さくらがわ　2020.4.1 14

（
筑
西
市
玉
戸
１
０
５
３‐４
）

※�

バ
ス
で
Ｎ
Ｈ
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
へ

移
動

■
募
集
人
数
／
30
歳
～
45
歳
ま
で

の
独
身
男
女
各
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
男
性
６，
０
０
０
円
、

女
性
２，
０
０
０
円

■
申
込
期
限
／
４
月
30
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
メ
ド
ウ
ル

ミ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎

０
２
９
６‐25‐２
６
７
８
）

無
料
相
談

人
権
擁
護
委
員
へ
の
相
談

■
日
時
／
４
月
14
日
（
火
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館

■
相
談
内
容
／
差
別
・
い
じ
め
・

家
庭
内
問
題
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
人
権
に
つ
い
て
の
問
題

■
問
合
先
／
市
民
課 

人
権
啓
発

推
進
室
（
☎
58‐５
１
１
１
・
75

‐３
１
１
１
代
表
）

市
長
と
語
ろ
う
！

「
市
民
の
日
」

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
反

映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話
し

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん

で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
事
前
（
前
日
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
13
日
（
月
）
９
時

～
12
時

■
場
所
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課（
☎
58‐�

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

４
月
納
期
の
税・保
険
料

納
期
限
／
４
月
30
日（
木
）

固
定
資
産
税�

１
期

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料�

１
期（
暫
定
）・随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
、
学
用
品
費
や
給
食
費

な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
に
は
、
所
得
や
扶

養
状
況
の
確
認
な
ど
、
一
定
の
審

査
が
必
要
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
子
さ
ん
が
通
学
す
る
学
校

に
相
談
し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎

０
２
９
６‐55‐１
１
９
８
直

通
）

募

集

子
育
て
サ
ロ
ン
参
加
者

　

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
母

さ
ん
や
ご
家
族
も
元
気
に
な
る
サ

ロ
ン
を
目
指
し
て
、
ヨ
ガ
や
料
理

な
ど
の
教
室
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

■
日
時
／
毎
月
第
３
木
曜
、
９
時

30
分
～
11
時
30
分

■
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

■
対
象
／
お
子
さ
ん
（
乳
幼
児
）

と
そ
の
保
護
者
、
ま
た
は
祖
父
母

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
当
日
会
場
で
受
付

■
問
合
先
／
桜
川
市
更
生
保
護
女

性
会
大
和
地
区　

小こ
ば
や
し林

（
☎

０
２
９
６‐58‐６
９
９
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク 

�

認
定
商
品

　

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
、
お
よ
び

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
、
筑
波

山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ

出
来
る
商
品
（
食
料
加
工
品
）
を

募
集
し
ま
す
。

■
認
定
期
間
／
認
定
の
日
か
ら
３

年
間
（
３
年
ご
と
の
更
新
制
）

■
申
請
方
法
／
当
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
「
筑
波
山
地
域
ジ
オ

ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
書
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
記
入
の
う
え
、
持

参※�

そ
の
ほ
か
申
請
資
格
や
必
須
条

件
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
／
４
月
15
日
（
水
）

～
６
月
15
日
（
月
）

■
問
合
せ
・
申
請
先
／
商
工�

観
光
課
（
☎
０
２
９
６‐
55‐

１
１
５
９
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

と
き
め
き
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

と
い
ち
ご
狩
り

■
日
時
／
５
月
10
日
（
日
）
11
時

30
分
～
15
時
40
分
（
11
時
受
付
開

始
）

■
会
場
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル



通所介護（短時間・1日）リハビリテーション部
居宅介護支援（ケアマネージャー）
通所介護（短時間・1日）リハビリテーション部
居宅介護支援（ケアマネージャー）

リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
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俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

水
仙
や
固
い
土
の
中
春
浅
し
　

�
長
堀
　
芳
江

短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】「
題
詠
」　
松
・
竹
・
梅

竹
籠
を
背
負
い
枯
葉
を
と
り
に
来
し
松
山
の
ひ
な
た

梅
咲
く
が
見
ゆ
　

��

泉
　
三
郎

鉢
植
え
の
古
木
の
梅
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
蕾
の
見
え
て
霜

月
尽
日
　

�

広
沢
　
日
出
子

テ
レ
ビ
に
て
梅
の
剪
定
み
て
お
り
ぬ
偕
楽
園
に
技
術

者
揃
ふ
を
　

�

萩
原
　
き
し
の

隣
家
の
藪
よ
り
延
び
来
し
青
竹
を
決
ま
り
ど
う
り
に

ば
つ
さ
り
と
伐
る
　

�

小
林
　
美
瑳
子

青
竹
を
刳く

り
て
夫
が
作
り
た
る
懸か
け
ひ樋
を
お
つ
る
音
の

さ
や
け
さ
　

�

瀧
井
　
幸
子

「
早
く
茹
で
よ
」
念
お
し
な
が
ら
竹
の
子
を
友
は
差

し
出
す
米
ぬ
か
添
へ
て
　

�

古
賀
　
澄

蝋
梅
が
い
ま
真
盛
り
と
電
話
く
る
い
と
こ
の
庭
は
は

や
春
ら
し
き
　

�

渡
辺
　
し
な
子

保
育
所
へ
送
り
迎
え
を
し
て
や
り
し
孫
は
若
竹
い
ま

伸
び
ざ
か
り
　

�

大
久
保
　
富
美
江

桜
落
葉
掃
き
寄
せ
て
い
る
竹
ぼ
う
き
魔
女
の
よ
う
に

空
飛
び
て
ゆ
き
た
し
　

�

浜
野
和
　
操

里
山
に
ゆ
っ
た
り
伸
び
た
ち
今
年
竹
は
風
に
委
ね
て

冬
を
受
け
入
る
　

�

雨
谷
　
友
子

先
が
け
て
厳
冬
に
咲
き
し
梅
の
花
お
か
げ
さ
ま
の
香

り
を
放
つ
　

�

久
保
　
悦
子

陽
だ
ま
り
の
老
梅
に
見
る
祖
母
の
姿
固
い
樹
皮
よ
り

香か
ぐ
わし

く
咲
く
　

�

大
関
　
登
志
子

竹
山
の
あ
い
よ
り
初
日
の
ぼ
り
き
て
令
和
二
年
の
平

和
な
夜
あ
け
　

�

石
田
　
守
子

わ
が
庭
の
黒
松
の
枝
先
初
日
あ
び
濃
き
緑
葉
の
つ
や

つ
や
と
せ
る
　

�

鈴
木
　
英
雄

【
一
般
投
稿
】

人
生
は
山
有
り
谷
あ
り
魔
坂
あ
り
未
来
み
つ
め
て
虚

空
に
帰
る
　

�

鈴
木
　
省
一

俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

小
川
温
ん
で
蛙
や
ど
じ
ょ
う
五
輪
目
指
し
て
泳
ぎ
出

す
　

�

山
も
み
じ

桜
咲
い
た
ら
雨
引
山
に
春
が
ま
る
ご
と
降
り
て
く
る

�

花
野
　
し
ぐ
れ

春
の
野
原
を
眺
め
て
見
れ
ば
五
弁
か
ざ
し
た
花
畑
　

�

み
な
の
川
　
遊

う
ち
の
ひ
ょ
っ
と
こ
と
な
り
の
お
か
め
節
穴
の
ぞ
い

て
惚
れ
て
い
る
　

�

稲
葉
　
建
正

派
手
じ
ゃ
な
い
け
ど
奥
床
し
さ
よ
女
房
思
わ
す
山
桜

�

田
　
哲
人

15 さくらがわ　2020.4.1
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広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.３

４
９
 ４

月
1

日
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://w
w

w
.city.sakuragaw

a.lg.jp
E メ

ー
ル

： info@
city.sakuragaw

a.lg.jp
TEL：

0296-58-5111（
代

表
）

FAX：
0296-58-5115

〒
309-1293 茨

城
県

桜
川

市
羽

田
1023 番

地
発

行
：

桜
川

市
／

月
２

回
（

１
日

／
 15 日

）　
編

集
：

市
長

公
室

秘
書

広
報

課

■問合先  秘書広報課■問合先  秘書広報課 58-5111・75-3111 内線126858-5111・75-3111 内線1268

■サイズ　1枠 45mm×85mm、2枠 45mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000円、2枠 20,000円
（月額） ※連続掲載で割引制度があります。

有料広告

募集中！
有料広告

募集中！Sakuragawa
さくらがわ public relations

－広報さくらがわ－

誠
実
に
、忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

認証番号 ISA IS 0213

社員募集社員募集

ISO・Pマーク認証取得までお手伝いします。ISO・Pマーク認証取得までお手伝いします。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

桜川市は、モン
ゴル国とブルガ
リア共和国のホ
ストタウンです。
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駐
日
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
が
桜
川
市
を
訪
問

駐
日
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
が
桜
川
市
を
訪
問 vol.４
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２
月
28
日
、
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
国

大
使
館
の
ダ
ン
バ
ダ
ル
ジ
ャ
ー
・

バ
ッ
チ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
駐
日
モ
ン
ゴ

ル
国
特
命
全
権
大
使
が
桜
川
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
大
和
庁
舎
に
到
着
後
、

大
塚
市
長
、
猪
瀨
副
市
長
、
多た

だ田

尚な
お
か
つ克
さ
ん
と
会
談
を
行
い
ま
し

た
。
会
談
で
は
、
昨
年
10
月
に
調

印
し
、
本
年
に
計
画
し
て
い
る
モ

ン
ゴ
ル
国
と
の
射
撃
競
技
事
前

キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
や
そ
の
後
の

文
化
交
流
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、雨
引
観
音
に
移
動
し
、

河
津
桜
の
鑑
賞
や
本
堂
の
お
参
り

な
ど
日
本
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
真
壁
地
区
を
訪
れ
、
街

並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
案
内
で
、
伊
勢
屋
旅
館
や
潮
田

家
の
お
雛
様
、酒
蔵
な
ど
を
巡
り
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
た
町
並
み
を
楽
し
み

ま
し
た
。

街並み案内ボランティアから説明を受ける大使
（右から 2 番目）

意見交換を行う大塚市長（左）とバッチジャルガ
ル大使（右）

　ライフフットボールクラブは「楽しい」を
モットーに、子供達自らスポーツをしたくな
る環境作りを目的に開校しました。１年にも
満たないクラブではありますが、今ではそん
なライフを楽しみに３０名ほどの子供達で笑
顔溢れる場となっております。詳しくは、当
チームのホームページをご覧ください。

■競技／サッカー
■対象／年長児～小学６年生
■活動場所／岩瀬調整池、岩瀬小学校
■活動日／毎週土・日曜 16 時～ 18 時
■連絡先／ 堀

ほ っ た

田 （ ☎ ０ ８ ０‐ ４ ３ ３ ３‐
８０８８）
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